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練 る
「練る」の意味分析はすでに柴 田他(1976)の「マゼル ・ネル ・コネル」の項
でおこなわれており、 その結論 はそのままここで採用することができる。 「練る」








よくすることであり、その動作の目立つ特徴 は"繰 り返し"である。 この二つの
点があとで扱う比喩的用法で用いられる。小内(1997)および手元の実例に基
づいて 「練る」の対象物を見てみよう。
餉 、 雲 丹 、 芥 子 、 粉 、 小 麦 粉 、 米 糠 、 御 飯 粒 、 バ ター 、 味 噌;絵 の



























比喩 的用法は、細かく見れば 〈鍛える〉と 〈改良する〉の二つの場合に分 け
ることができる。
〈鍛 え る 〉 技 、 腕(技 術 ・能 力)、 精 神 、 心 、 心 胆 、 武 芸 、 兵
〈改 良 す る〉 案 、 考 え 、 計 画 、 構 想 、 策 、 作 戦 、 策 略 、 思 案 、 思 想 、
準 備 、 スケ ジュー ル 、 筋 、 想 、 対 策 、 企 み 、 表 現 、 腹 案 、









上 に示した 『新明解』の語釈は誤解を招 きやすい。柴 田他(1976)で指摘 され













(6)rきょうからは、 この織 田信 長が京の貴顕や庶 民の保護者 になるぞ。
治安をみだす悪者 は首を刎 ねてくれるゆえ、 善人ばらは安堵せよ」
ということを宣布するつもりであろう。馬 に乗って都大路を練 ったとき
の扮装こそ異様であった。(司馬遼太郎 「国盗り物語」)

















行なわれる宮 中の秘儀。(田 辺聖子 「新源氏物語」)






























Tノにお けるある状 況(あ るい は量 的 に規 定 し得 るもの)と、〈時 間 ・
環 境 の変 化>Tノ→Tノ(あ るいは 思 考 作 用)に 伴 うxの 減 少 とが
前 提 となって 、Tノ にお いて(Xに 含 まれ ていたもの のうち)xの み




























「残る」事物 はその存在場所を必要とする。それは 「～ に」(まれに「～で」)とい
う副詞句で表現されるが、用いられる文中の位置としては、主語の前とうしろの
両方の場 合がある。この語順は文脈 中の関係 、話し手の重点の置き方により左
右されると見られるので、「残る」の文型としてはどちらを主とするわけにもいかな
い。 三つの場合がある。



































































(11)記憶:少 年 工のこの独 り言は後まで私の心 に残った。(志賀直哉「灰
色の月」)(記憶は消えて行く可能性があるが、 消えず に)









A.数 量 が 減 少 して 無 くな らな い で 。(1,2,3)
B.程 度 ・性 質 が弱 まって消 えな い で。(4,5,6,?,8)
C.連 続 体 の 一 部 が 消 え ない で 。(9,10)
D.連 続 性 が 消 えな い で。(11,12)
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して示す。[]は文型、 〈〉 は意味記述、「」は具体例を示す。 アルファベット












6他 〔人間ガ抽象物ヲ]〈 他人に知 られていない事をこっそり知ろうとす
る〉「彼 は何かにつけ他人の私生活を覗く。」
手元の「覗く」の用例は約200である。その中に「顔が覗く」の例が4例ある。『計












『計 算機』および一般の国語辞典で 自動詞扱 いをされている用法では、そこ
に示された実例から察すると主語は無意志のものという了解が裏 にあると思われ
る。 『計算機』では「顔」のほかに「ハンカチ 、太陽」が挙げてあり、他の辞典に
は 「品、 下着1晴 れ間、 白髪頭 、 屋根」などが示されている。 しかし上の4
例の「顔」は人間の一部としてメトニ ミー 的 に用い られ ているとも考 えられ、文脈か
ら見て、有意志動作を行なっていると見られる。 そうすると、文型を[場 所カラ
具体物ガ]とすることが問題 となってくる。上例(3)(4)では[場 所カラ]が 欠けて
いるが、 これをどう見るかということも問題 になってくる。 新しい文型 として[(場
所カラ)人間ガ]を 認めることも考えられる。 意味は 〈人間が限られた空間、 空
き間からその先を見ようとして顔あるいは姿をあらわす〉となる。 しかし実際はそ
う考える必要はない。 あとで解るように 「人が外を覗いている」は 自動詞用法と
12
考えられるので 「顔 が(外 を)覗 く」はそれと同じと見ることが可能となる。




あるが、 省かれた主語 は人間であるとするのがデフォールト解釈であろう。 ここ
の 「覗く」の意味は 〈限られた空間 ・空き間に近づいてその向うを見る〉という
ことである。こう考えると、『計算機』と同じように文型1に属させることは難しくなっ



























由は、 上の 自動詞用法は以 下の他動詞 用法から〔場所を]の 部分が省略され
ているだけで、全体の意味は両者平行していること、つまり同じであることを示す
ためである。 意味的 にいうと、[場所を]が 表現されてもされなくても「覗く」の意
味は変わらないのであるから、 このような文型の違 いはあまり重視する必要がな
いことになる。どういう場所を「覗く」のかは、前後の文脈を見れば明らかであるの














(18)雨が一 日降り続 いた。夜、ふと目を覚 まして窓を覗くと青 白い光が
見える。(賀 川 乙彦「湿原」)
(19)彼女が、烈しい腹痛 に襲われていると思い、顔を覗くと、べっ に、



















































(26)そして戸があくと、細長く狭 い独房の、一番 奥の壁 にだけ通風 の窓





















○ 見ようとするものは、 普通にしていては、 見られないものである。
○ 穴は一っで小さいので、 十分に見ることが出来ない。 見えにくい。
○ 目をうまく穴の位置に持っていかなけれ ばならない。
○ 往 々にしてしゃがみ込むような不 自然な姿勢を取らざるを得ない。
○ こちらの存在を相 手に悟られないようにしなければならない。
○ 見つかるとまずいので、 時間は長 くかけられない。
対象が見えにくい状況にあるところから、「谷底、穴蔵の底、他人の心の中」な








見るのに 都 合のいい位置 に目を持っていき、 不 自然な姿勢を取りながら、 短
時間、 不十分な がら対象についての情報を手に入れるために見る》
この意義素記述 は、 現象素を言葉で記述 したものにほかならない。
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項 目があり、そこでは 自他 の区別が説明されているのであるか
ら、 いっそうその区別を記述 しないことについて、 説 明がなけ
ればならない。
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